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学校に赴任した平成 24年 4月から，同 25年 12月までを記述する。
２．豊田市立西広瀬小学校と矢作川の見張り番






みの 1つとして，1976年 7月，本校の 6年生が汚濁調査を始めた（矢作川漁協 100
年史編集委員会，p．24―25）。この活動は，反響を呼び，矢作川・飯野川の透明度が回


























































































































ヤブランの道 150 m 2012年 19月 26日完成
ドングリの道 170 m 11月 24日 〃
ヒガンバナの道 130 m 12月 19日 〃
ヤブツバキの道 100 m 2013年 12月 26日 〃
ササユリの道 137 m 5月 14日 〃



























































































































平成 25年度は，「春の観察会」を表 2のような内容で，4月 26日に実施した。以
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4年 春を探しにビオトープへ行こう！水生生物を見付けよう。 トヨタの森 Hさん
5年 飯野川で魚や水生生物を調査する方法を学ぼう。 矢作川研究所 Fさん
6年 矢作川の汚濁調査を生かす方法を考えよう。 椙山女学園 Nさん

























































ビオトープ 丸根山が色づき 山頂で あまい香りに 目を閉じるぼく
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宮田則夫氏（同左），田尻忠義氏（植物講師），藤井泰雄氏（魚類講師），藤岡えり子
氏（汐川干潟を守る会），松元秀喜氏（益富蛍友会），松山太氏（樹木講師），水野美
代子氏（草木染め「ちゃるま」），後藤徹氏（元西広瀬小学校教諭），原淑子氏（同教
諭），水野昭二氏（元猿投中学校長），から多大のご教示を受けた。
作業的な面では，枝下自治区の皆様，西広瀬自治区の皆様，生田和行氏，生田憲之
氏，岩田研二氏，杉山順一氏，池田久美子氏，伊東治代氏，上田千枝子氏，生田定子
氏，とりわけ丸根山ボランティア隊のみなさんの支援がなければ完成はおぼつかな
かった。
発信の面では，中日新聞豊田支局，ひまわりネットワーク，矢作新報に感謝を申し
上げたい。ビオトープ除幕式の支援では，弓削沙綾香氏，弓削海瑠氏のお力をいただ
いた。堀越の活用では，生田義雄氏，生田美恵子氏，生田芳和氏，生田初枝氏の絶大
な支援をいただいた。
最後に，西広瀬小学校の子どもたち，保護者，職員に感謝を申し上げたい。ありが
とうございました。
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